
Permission Workflow を使用する前に、ゕクテゖブする必要があります。詳細情報は製品ンストール

案内をご参照ください。 

また、詳しいことはよくあるご質問にご用意いたします。  

機能説明 

ユーザー/グループの選択プロセス 

管理者は前バージョンよりもっと詳細情報を使って、含まれるユーザーと除外されるユーザーを正しく

指定できるようになります。Permission Workflow は次の条件を基づいて、ユーザー/グループの指定を

行います: 

 ーザー名またはグループ名の入力  

 ユーザー/グループを含む列と参照関連列の選択  

 他のリストから、ユーザーの参照と条件を基づいてのフゖルタ  

a) ユーザー名またはグループ名の入力 

 

Permission Workflow はユーザーとグループ名の入力用ボックスを提供します。複数の入力も可能です。

既定のユーザー選択を使用して、管理者は名前を参照できたり、ボックスへの入力した名前をチェック

できます。 

b) ユーザーまたはグループ列と関連列の選択 

 

http://www.sharepointboost.jp/general-installation-guide.html
http://www.sharepointboost.jp/general-installation-guide.html
http://www.sharepointboost.jp/general-faq.html


Permission Workflow にはすべてのユーザーまたはグループ列が利用可能です。これらのチェックボッ

クスをオンにすると、これらの列に含まれるユーザーとグループは選択されます。この選択は指定した

列値をフゖールドできます。 

c) 他のリストからユーザーの参照と条件を基づいてのフゖールド 

 

他のリストからユーザーの選択というプログレスは次のように実行します： 

 参照先リストを指定します。管理者は最初にリストがあるサトを指定する必要があります。

同じサトコレクションにのサトだけが利用可能です。このサトにのすべてのリストは右

のドロップタウンリストに表示されます。  

 「ユーザーまたはグループ」列を指定します。ユーザー/グループ列前のチェックボックスをオ

ンして選択します。前のユーザー/グループ列の選択と類似ですが、ただ、違うことは、ログ

ンにかかわらずすべてのユーザーは列からプルされます。こうして、権限設定はすべてのゕ

テムに適用します。  

 条件式を基づいて、選択したユーザーをフゖルタします。  

条件式を基づいて、選択条件を指定 



条件は次の二つの部分に追加されます: 

a) 他のサトからユーザーまたはグループのフゖルタ 

b) 権限設定の影響を受けるゕテムの指定 

a) 他のリストからユーザーの選択は次の手順で従います： 

 参照先リストの指定。管理者は最初にリストがあるサトを指定する必要があります。同じサ

トコレクションにのサトだけが利用可能です。このサトにのすべてのリストは右のドロ

ップタウンリストに表示されます。  

 「ユーザーまたはグループ」列の指定。ユーザー/グループ列をチェックボックスをオンして選

択します。  

 条件式を設定して、結果のフゖルタ。条件式を使って、ユーザーまたはグループ列とこのリス

トの既存の列と間に関連関係を築けます。このことで、条件式を満たすユーザーのみが選択さ

れます。  

b) 権限設定の影響を受けるゕテムの指定: 

 

条件式の入力で、管理者は権限設定の影響を受けるゕテムを指定できます。ただ、現在のリストゕ

テムだけが選択され、他のリストにのゕテムを参照できません。そして、関係付けられた列にのゕ

テムも選択されることができません。これはユーザーの選択と最も大きな違いです。 

権限設定のンポート/エックスポート 

 



Permission Workflow はゕクセス権限設定を XML フゔルとしてンポートまたはエックスポートでき

ます。ことで、異なるサトのために類似なゕクセス権限を作成することはより易しく、かかる時間が

少なくなります。 

 

設定をンポートするには、ンポートボタンをクリックしてください。ポップゕップウゖンドゕが開

きます。この画面で、管理者は XML フゔルのコンテンツを指定エリゕに貼り付けるか、一つのフゔ

ルを参照しゕップロードします。フゔルのゕップロードした後、フゔルのコンテンツはゕップロー

ドエリゕ上の場所に表示されます。OK をクリックして、XML フゔルのンポートを確認します。キ

ャンセルをクリックして、ンポートを停止します。 



 

ゕクセス権限の設定をエクスポートするには、エクスポートボタンをクリックしてください。編集エリ

ゕで XML フゔルコンテンツを表示するポップゕップウンドゕが開きます。管理者はこの設定を他の

リストに再利用可能になるために、任意の場所に保存できます。キャンセルをクリックして、ンポー

トを停止します。 

Permission Workflow の有効化または無効化 

 

この部分で管理者がこのリストにの列へのゕクセス権限設定をグローバルに有効化または無効化できま

す。 

権限設定 



 

Permission Boost でセットゕップされたすべての権限設定は上のように表示されます。この権限設定は

削除されるか、または有効化/無効化されます。既存の権限設定を変更するには、管理者は設定の名前を

クリックして、権限の設定ページを開いてください。 

「ゕテム権限設定を追加」を使用して、管理者は新しい権限設定を作成できるようになります。この

リンクをクリックすると、新しい権限設定ページは開きます。 

「元の設定に戻す」を使用して、すべてのカスタマズ権限設定は無効化になります。ユーザーごとに

対して、ゕクセス権限はリストの元の権限設定に復元します。 

 

すべてのゕテムに権限を割り当てる 

 

この機能ですべての既存のゕテムはこの権限設定を適用できます。ゕテムがある既存のリストのた

めにワークフローを初めて作成する場合には、これは大変役立つツールです。チェックボックスをオン

にすると、確認のためのポップゕップウゖンドウは表示します。OK をクリックして続行します。 

 

これらの設定を有効にするには、管理者は主要設定ページでの OK をクリックする必要があります。 



ゕテム権限設定 

 

ゕテム権限設定で、管理者は権限設定の影響を受けるゕテム、及び、これらのゕテムへの権限レ

ベルを指定できるようになります。ゕテムを指定するには、条件式を使用してください。 

ゕクセスレベルをセットゕップしてから、これらの権限レベルはサト コレクションの権限設定からプ

ルされます。 

ゕクセス権限設定を追加をクリックすると、類似なペンは開きます。異なる権限設定は作成できます。 

例 

賃金情報を格納するリストがあります。SharePoint の標準の機能で、すべての従業員がこれらのリスト

にのすべての情報を見えます。ただ、このことは他人のプロパテゖーを侵害します。 

 

今、解決策があります。Permission Workflow を使用して、人々は自分だけの賃金を見ます。まず、管

理者はこのリストのために、権限ワークフローを作成します。この権限ワークフローはすべてのゕテ

ムに適用するには、「新しいゕテムが作成されたら、このワークフローを開始する」と「ゕテムが

変更されたら、このワークフローを開始する」先頭のチェックボックスをオンにしてください。 



 

権限ワークフローの主要設定ページは開きます。 

 

新しい権限設定を追加するには、「ゕテム権限設定を追加」をクリックして、設定ページを開いてく

ださい。 



まず、ゕクセス権限設定の名前を入力する必要があります。それから、ユーザーまたはグループ列を選

択します。この例において、ユーザーを選択します。最後、ゕテムに割り当てる許可レベルを選択し

てください。この例に、賃金情報は変更できなく、読み取り専用ですから、「閲覧－表示のみできます。」

を選択します。 

 

このリストにのすべてのゕテムはこの権限設定を適用するには、主要設定ページでの「すべてのゕ

テムにゕテム権限を割り当てる」先頭のチェックボックスをオンにしてください。 

 

 


